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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

生涯スポーツ・地域スポー

ツの振興 

（スポーツ推進課） 

 

 

 

いつでも、だれでもスポー

ツに親しみ、健康に過ごして

いける生涯スポーツ社会の実

現に向け取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千円 

454,974 

 

１．「世田谷区スポーツ推進計画」及び「調整 

計画」の推進 

区が目指す生涯スポーツ社会実現のため

の施策や場の整備・提供、担い手の育成等

について、令和4年3月に策定した調整計画

に沿った事業を行うとともに、これまでの

取組内容の実績と評価について総括を行

う。 

また、東京2020大会のレガシーを活かし、

アスリートとの交流やパラスポーツの推進

等に取り組む。 

 

２．次期世田谷区スポーツ推進計画の策定に

向けた検討【新規事業】 

令和6年度を始期とする新たな世田谷区 

スポーツ推進計画策定に向け、学識経験者 

等を委員としたスポーツ推進審議会を開催 

し、次期世田谷区基本計画等との整合を図 

りながら検討を行う。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

生涯スポーツ・地域スポー 

ツの振興 

（続き） 

（スポーツ推進課） 

 

 

  

３．世田谷区スポーツ振興財団への支援 

  「いつでも」、「どこでも」、「だれでも」 

 「いつまでも」を基本に、生涯スポーツ 

社会の実現に向けて、幅広い分野で事業

展開している世田谷区スポーツ振興財団 

の活動を支援する。 

また、財団が自主性と経営基盤の強化 

に取り組み、適正で効率的な事業運営を 

行えるよう指導する。 

 

４．世田谷246ハーフマラソンの開催 

区民の健康増進と体力向上を図るた

め、「第17回世田谷246ハーフマラソン」

を開催する。 

〇開催予定日 令和4年11月13日(日) 

〇募集期間 令和4年7月1日(金)～ 

31日（日) 

〇感染症対策 

・医師、保健師を含めた新型コロナウ   

 イルス感染症対策委員会を設置し、

参加者等の安全安心を確保するため

必要な感染症対策を講じるとともに

感染予防対策マニュアルを作成し、

運営する。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

 

 

 

 

 

 

 

生涯スポーツ・地域スポー 

ツの振興 

（続き） 

（スポーツ推進課） 

   

・国内の感染状況や医療従事体制等の状 

況を踏まえ、別途大会開催の有無につ 

いて最終判断を行う。 

 

〇ふるさと納税による優先出走枠の募集 

  50,000円以上のふるさと納税者を対象と

した「世田谷246ハーフマラソン出走権」

を体験型記念品として寄附の募集を行

う。 

(令和4年7月1日（金）～9月15日（木）) 

 

〇サブイベントの実施 

オンラインハーフマラソンやパラスポー 

ツ体験等のサブイベントを併せて開催す 

る。 

 

※参考 令和3年度実施状況 

・実施日 令和3年11月14日（日） 

・参加者数 ハーフマラソン 1,046名 

内ふるさと納税による優先出走枠 

90名 

(寄附申込件数92件 寄附金額490万円) 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

生涯スポーツ・地域スポー 

ツの振興 

（続き） 

（スポーツ推進課） 

   

５.世田谷子ども駅伝大会の実施 

子どもの基礎体力の向上やスポーツの振 

興を図ることを目的に、教育委員会及び世 

田谷区スポーツ振興財団と連携しながら 

「第12回世田谷子ども駅伝大会」を開催す 

る。 

 

〇開催予定日 令和4年12月18日（日） 

〇感染症対策  

事前の健康確認、受付時の検温等をはじ 

めとする感染症対策を講じた大会運営を

行う。 

 

※参考 令和3年度実施状況 

・実 施 日 令和3年12月19日（日） 

・会 場 総合運動場陸上競技場 

・参加者数 選手：約550名 

・小・中学生の部（男子） ：13チーム 

・小・中学生の部（女子） ：10チーム 

・中学1・2年生の部（男子）：22チーム 

・中学1・2年生の部（女子）：12チーム 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

生涯スポーツ・地域スポー 

ツの振興 

（続き） 

（スポーツ推進課） 

   

６．世田谷区スポーツ推進基金の活用 

スポーツ施設の整備に基金を活用し、よ

り多くの区民が気軽にスポーツに参加でき

る環境を整えるとともに、パラスポーツを

はじめとするスポーツ・レクリエーション

活動への支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7



6 

 

令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

パラスポーツの推進 

（スポーツ推進課） 

 

 東京2020大会のレガシーを

活かし、パラスポーツの推進

に更に取り組み、スポーツ・

レクリエーションを通じた共

生社会の実現を目指す。 

千円 

4,849 

 

１．パラスポーツの推進 

東京2020大会の開催をレガシーとして、 

パラスポーツの推進に更に取り組み、障害

のある人がスポーツに参加する機会の拡充

と、スポーツを通じた障害のない人との交

流の促進を図り、スポーツ・レクリエーシ

ョンを通じた共生社会の実現を目指す。 

（１）2022ボッチャ世田谷カップの開催 

〇開催予定日・出場チーム予定数  

  ・予選会  

令和4年6月18日（土） 

   16チーム 

[一般公募(区内在住・在学・在勤を条 

件とする)] 

  ・本大会  

令和4年8月20日（土） 

   16チーム 

[予選会を通過した10チームとアスリ 

ート等の6チーム]  

  ※1チームあたり3～6名 

〇会場 総合運動場体育館 

〇その他 

・本大会の優勝チームについては、(一社) 

 日本ボッチャ協会が主催する「ボッチャ 

東京カップ」への出場について推薦する。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

パラスポーツの推進 

（続き） 

（スポーツ推進課） 

   

〇感染症対策  

事前の健康確認、受付時の検温等をはじ

めとする感染症対策を講じた大会運営を

行う。 

なお、感染状況等により、6月、8月の開

催が困難となった場合に備え、11 月 19

日(土)を開催予備日として設ける。 

※参考 令和3年度実施状況 

 ・開 催 日 令和3年11月27日（土） 

 ・会 場 総合運動場体育館 

 ・参加チーム 16チーム 

・参加者数 出場選手80名、チーム関係 

者33名 

 

(２)ボッチャ講師派遣事業【新規事業】 

   パラリンピック正式種目である「ボッチ 

ャ」を通じたパラスポーツ推進の人材育成 

を行うため、地域団体等を対象としたボッ 

チャ講師の派遣事業を行う。 

〇内容 

 町会・自治会や自主グループ等の地域団 

 体が自ら企画・実施するボッチャの講習 

会等にボッチャ講師を派遣する。 

〇講師 (一社)日本ボッチャ協会(予定) 

〇対象期間 令和5年1月～3月(全8回程度) 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

パラスポーツの推進 

（続き） 

（スポーツ推進課） 

   

（３）障害のある人もない人も共に楽しめる 

スポーツ・レクリエーション交流事業 

〇内容・開催予定日 

  パラスポーツ推進の人材育成を目的とし 

た講習会と、障害のある人のスポーツへ 

の参加機会拡充・障害のない人との交流 

促進を目的とした体験会を開催する。 

 

・講習会  

 パラスポーツの人材育成を目的とした 

 講義・実技による講習会を基礎編、基 

本編、応用編にシリーズ化し全3回を開 

催する。 

（第1回：10月、第2回：12月、第3回： 

 2月） 

・体験会 

  障害のある人とない人の交流を目的と 

  したスポーツ・レクリエーションの体 

験会を全2回開催し、講習会の受講者は 

スタッフとして従事する。 

 (第1回：12月、第2回：2月) 

〇感染症対策  

事前の健康確認、受付時の検温等をはじ 

めとする感染症対策を講じた大会運営を

行う。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

パラスポーツの推進 

（続き） 

（スポーツ推進課） 

   

※参考 令和3年度実施状況 

令和4年1月29日（土）講習会開催 

(オンライン開催)  

体験会は新型コロナウイルス感染症の影 

響により中止 

 

（４）パラスポーツ体験会の開催 

パラスポーツの普及啓発、体験の機会 

拡充を目的とした、複数種目からなるパ 

ラスポーツ種目の体験会を開催する。 

〇開催予定日 令和4年12月～令和5年1月 

〇感染症対策  

事前の健康確認、受付時の検温等をはじ 

めとする感染症対策を講じた大会運営を

行う。 

※参考 令和3年度実施状況 

新型コロナウイルス感染症の影響により

中止   

（５）パラスポーツ大会の誘致 

   区内でのパラスポーツ大会を誘致し、 

パラスポーツ観戦機会の場と大会受け 

入れによるスタッフの育成・経験の場を 

創出することで、スポーツ・レクリエー 

ションを通じた共生社会の理解・促進を 

目指す。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

パラスポーツの推進 

（続き） 

（スポーツ推進課） 

 

 

  

※参考 令和3年度実施状況 

 ・開催日 令和4年3月20日(日) 

 ・会場 総合運動場陸上競技場 

・内容  

(一社）日本パラ陸上競技連盟主催の 

パラ陸上車いす記録会の観戦と車い 

すレーサー試乗会 

   ・参加者数 39名 

 

（６）パラスポーツ用具貸出事業 

地域団体等がパラスポーツを実施する 

ために必要な用具の貸出事業を行い、身 

近な地域におけるパラスポーツの普及を 

促進する。 

 

〇ボッチャ 

（ボッチャボールセット、八角的など） 

〇ブラインドサッカー 

（ボール、ヘッドギア、アイシェード） 

〇フライングディスク 

(ディスゲッター、アキュラシー) 

〇ペガーボール 

（ペガーボールセット） など 

 

※参考 令和3年度貸出実績 61件 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

東京2020大会レガシーの

推進 

（スポーツ推進課） 

 

東京2020大会レガシーを創

出・活用した、区民のスポー

ツ参加意欲の向上 

千円 

11,096 

 

１．アメリカをはじめとしたアスリートとの 

交流事業 

（１）USOPC と区民との交流事業 

USOPC と調整し、国際大会等で来日し 

たアメリカ選手との交流事業を実施す 

る。来日する機会がない場合はオンライ 

ン等での実施を検討する。 

 

（２）アスリート派遣事業【新規事業】 

   区立小学校・中学校・幼稚園へオリン

ピアン・パラリンピアンをはじめとした

アスリートを派遣し子ども達との交流を

行う。今年度は 25 校・園で実施する。 

 

（３）東京 2020 大会 1周年記念事業 

【新規事業】 

   大会 1年後の節目を記念して、無観客 

で会場での観戦ができなかったアスリー 

トの「ホンモノ」を身近で観戦・体験す 

るイベントを夏に総合運動場で実施す 

る。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

東京2020大会レガシーの

推進 

（続き） 

（スポーツ推進課） 

 

 

  

２．東京 2020 大会レガシーの醸成 

（１）馬！ふれあい出張授業 

馬事公苑で開催された馬術競技の普 

及啓発の取組みとして日本中央競馬会 

（ＪＲＡ）等と連携して区内小学校で 

実施。今年度 4 校実施予定。 

 

 

（２）東京 2020 大会巡回展示 

   馬術競技やアメリカ選手団キャンプ、

公道での走行中止となった聖火リレーな

ど、公開できなかった東京 2020 大会の取

組みを広く区民へ伝えるため、大会に関

連する資料や物品、記録動画の放映を区

内イベントや各地域の公共施設で巡回展

示する。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

スポーツの場の整備 

（スポーツ施設課） 

 

競技スポーツから健康づく

りのための運動まで、誰もが

使いやすく、多様化するスポ

ーツニーズに対応できるスポ

ーツの場の確保や整備を行

う。 

千円 

318,459 

 

１．拠点スポーツ施設整備事業 

上用賀公園拡張施設整備事業について、 

基本計画策定及び導入可能性調査委託を実 

施する。 

大蔵運動場・大蔵第二運動場の再整備に 

向けて、現状把握、環境分析を行い、次期 

スポーツ推進計画とも整合性を図りなが 

ら、施設整備の基本方針を検討していく。 

 

２．地域・地区スポーツ施設の整備 

和田堀給水所施設の上部利用について、

東京都と調整を図りながら、基本構想の策

定及び基本設計を実施する。 

 

３．スポーツ施設の整備・改修 

区民が、身近な地域でいつでも、気軽に 

安全に、楽しくスポーツができるよう、施

設環境の整備を行う。 

（１）総合運動場テニスコート 1-8 面人工芝 

改修工事 

（２）総合運動場弓道場床改修工事 

（３）総合運動場テニスコート壁面、照明支 

柱等の改修工事 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

スポーツの場の整備 

(続き) 

（スポーツ施設課） 

 

 

 （４）総合運動場温水プール地下 2階家族介 

助室、女子更衣室ファンコイルユニット 

交換工事 

（５）二子玉川緑地運動場駐車場一部アス 

ファルト化工事 

（６）大蔵第二運動場エレベーター交換工 

  事 

（７）大蔵第二運動場駐車場アスファルト 

塗装工事 

（８）北烏山地区体育室中長期保全工事 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（文化・国際課） 

 

アメリカ合衆国のホストタ

ウンとしての取組みを継続す

る。 

千円 

4,683 

     

１．ホストタウン交流事業 

東京2020大会のレガシーである「共生の 

まち世田谷」の実現を目指すため、ホスト 

タウン・共生社会ホストタウンの取組みを 

庁内で連携しつつ継続していく。また、様々 

な機会を捉え、ホストタウンロゴマークの 

活用、事業者との協力による情報発信を通 

じて、世田谷区がアメリカ合衆国のホスト 

タウンであることを周知するとともに、多 

文化や多様性への理解を促進する。 

※参考 令和3年度実績 

 令和3年5月17日(月)～9月5日(日) 

｢区内モスバーガー店舗でのホストタウ

ンPR｣等 

令和3年7月23日(金)～9月5日(日) 

「ホストタウンハウス」 

 

２．ホストタウン・共生社会ホストタウン連 

絡会 

ホストタウン・共生社会ホストタウン事

業の関係所管の調整等を円滑に行うため、

連絡会を開催し、庁内連携を図る。 

17
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

 

 東京2020大会のレガシーを

活かし、パラスポーツの推進

に更に取り組み、スポーツ・

レクリエーションを通じた共

生社会の実現を目指す。 

千円 

4,849 

 

（スポーツ推進課 再掲） 

１．パラスポーツの推進 

東京2020大会の開催をレガシーとして、 

パラスポーツの推進に更に取り組み、障害

のある人がスポーツに参加する機会の拡充

と、スポーツを通じた障害のない人との交

流の促進を図り、スポーツ・レクリエーシ

ョンを通じた共生社会の実現を目指す。 

（１）2022ボッチャ世田谷カップの開催 

〇開催予定日・出場チーム予定数  

  ・予選会  

令和4年6月18日（土） 

   16チーム 

[一般公募(区内在住・在学・在勤を条 

件とする)] 

  ・本大会  

令和4年8月20日（土） 

   16チーム 

[予選会を通過した10チームとアスリ 

ート等の6チーム]  

  ※1チームあたり3～6名 

〇会場 総合運動場体育館 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

   

〇その他 

本大会の優勝チームについては、(一社) 

日本ボッチャ協会が主催する「ボッチャ 

東京カップ」への出場について推薦する。 

〇感染症対策 

 事前の健康確認、受付時の検温等をはじ 

めとする感染症対策を講じた大会運営を 

行う。 

なお、感染状況等により、6月、8月の開 

催が困難となった場合に備え、11月19日 

(土)を開催予備日として設ける。 

※参考 令和3年度実施状況 

 ・開 催 日 令和3年11月27日（土） 

 ・会  場 総合運動場体育館 

 ・参加チーム 16チーム 

・参加者数 出場選手80名、チーム関係 

者33名 

 

(２)ボッチャ講師派遣事業【新規事業】 

 パラリンピック正式種目である「ボッチ 

ャ」を通じたパラスポーツ推進の人材育成

を行うため、地域団体等を対象としたボッ

チャ講師の派遣事業を行う。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

   

〇内容 

 町会・自治会や自主グループ等の地域団 

体が自ら企画・実施するボッチャの講習 

会等にボッチャ講師を派遣する。 

〇講師 (一社)日本ボッチャ協会(予定) 

〇対象期間 令和5年1月～3月(全8回程度) 

 

（３）障害のある人もない人も共に楽しめる 

スポーツ・レクリエーション交流事業 

〇内容・開催予定日 

  パラスポーツ推進の人材育成を目的とし 

た講習会と、障害のある人のスポーツへ 

の参加機会拡充・障害のない人との交流 

促進を目的とした体験会を開催する。 

 

・講習会  

 パラスポーツの人材育成を目的とした 

 講義・実技による講習会を基礎編、基 

本編、応用編にシリーズ化し全3回を開 

催する。 

（第1回：10月、第2回：12月、第3回： 

 2月） 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

   

・体験会 

 障害のある人とない人の交流を目的と 

 したスポーツ・レクリエーションの体 

験会を全2回開催し、講習会の受講者は 

スタッフとして従事する。 

 (第1回：12月、第2回：2月) 

〇感染症対策  

事前の健康確認、受付時の検温等をはじ 

めとする感染症対策を講じた大会運営を 

行う。 

※参考 令和3年度実施状況 

令和4年1月29日（土）講習会開催 

(オンライン開催)  

体験会は新型コロナウイルス感染症の影 

響により中止 

 

（４）パラスポーツ体験会の開催 

パラスポーツの普及啓発、体験の機会 

拡充を目的とした、複数種目からなるパ 

ラスポーツ種目の体験会を開催する。 

〇開催予定日 令和4年12月～令和5年1月 

〇感染症対策  

事前の健康確認、受付時の検温等をはじ 

めとする感染症対策を講じた大会運営を

行う。  
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

 

 

  

※参考 令和3年度実施状況 

新型コロナウイルス感染症の影響により 

中止  

 

（５）パラスポーツ大会の誘致 

   区内でのパラスポーツ大会を誘致し、 

パラスポーツ観戦機会の場と大会受け 

入れによるスタッフの育成・経験の場を 

創出することで、スポーツ・レクリエー 

ションを通じた共生社会の理解・促進を 

目指す。 

※参考 令和3年度実施状況 

・開催日 令和4年3月20日(日) 

・会場 総合運動場陸上競技場 

・内容  

(一社）日本パラ陸上競技連盟主催の 

パラ陸上車いす記録会の観戦と車い 

すレーサー試乗会 

   ・参加者数 39名 

 

（６）パラスポーツ用具貸出事業 

地域団体等がパラスポーツを実施する 

ために必要な用具の貸出事業を行い、身 

近な地域におけるパラスポーツの普及を 

促進する。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京2020大会レガシーを創

出・活用した、区民のスポー

ツ参加意欲の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千円 

11,096 

 

〇ボッチャ 

（ボッチャボールセット、八角的など） 

〇ブラインドサッカー 

（ボール、ヘッドギア、アイシェード） 

〇フライングディスク 

(ディスゲッター、アキュラシー) 

〇ペガーボール 

（ペガーボールセット） など 

 

※参考 令和3年度貸出実績 61件 

 

（スポーツ推進課 再掲） 

１．アメリカをはじめとしたアスリートとの 

交流事業 

（１）USOPC と区民との交流事業 

USOPC と調整し、国際大会等で来日し 

たアメリカ選手との交流事業を実施す 

る。来日する機会がない場合はオンライ 

ン等での実施を検討する。 

 

（２）アスリート派遣事業【新規事業】 

   区立小学校・中学校・幼稚園へオリン

ピアン・パラリンピアンをはじめとした

アスリートを派遣し子ども達との交流を

行う。今年度は 25 校・園で実施する。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

 

 

  

（３）東京 2020 大会 1周年記念事業 

【新規事業】 

   大会 1年後の節目を記念して、無観客 

で会場での観戦ができなかったアスリー 

トの「ホンモノ」を身近で観戦・体験す 

るイベントを夏に総合運動場で実施す 

る。 

 

（スポーツ推進課 再掲） 

２．東京 2020 大会レガシーの醸成 

（１）馬！ふれあい出張授業 

馬事公苑で開催された馬術競技の普

及啓発の取組みとして日本中央競馬会

（ＪＲＡ）等と連携して区内小学校で

実施。今年度 4 校実施予定。 

 

（２）東京 2020 大会巡回展示 

馬術競技やアメリカ選手団キャンプ、 

公道での走行中止となった聖火リレーな 

ど、公開できなかった東京 2020 大会の取 

組みを広く区民へ伝えるため、大会に関 

連する資料や物品、記録動画の放映を区 

内イベントや各地域の公共施設で巡回展 

示する。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

 

障害理解の促進と障害者差

別の解消、共生社会ホストタ

ウンの推進など、区民、団体、

事業者等との連携・協働のも

とで多様な取組みを展開し、

共生社会の実現をめざす。 

(１)障害の理解促進や差別解

消、情報コミュニケーショ

ン等に関する条例の制定 

(２)障害者差別に関する相談

対応及び障害者差別解消法

の普及・啓発 

(３)障害理解の促進 

千円 

3,934 

 

（障害施策推進課 再掲） 
(１)先導的共生社会ホストタウンとして、障

害理解や差別解消、情報コミュニケーシ
ョンの保障に対する区の姿勢を明確に示
し、区民、障害者団体、関係機関、事業
者及び区等が、基本理念とそれぞれの役
割を理解し協力し合い、障害と共に生き
ていく共生社会の実現を目指すため、条
例を制定する。 
また、条例制定に先立ち、シンポジウム
を開催し、共生社会の実現に向けて区民、
事業者、区、それぞれができることを考
える機会を創出するとともに、寄せられ
た意見について、検討に役立てていく。 
・開催予定日 令和4年5月27日（金） 
・開 催 会 場 成城ホール 

 
(２)障害者差別に関する相談に対応するとと

もに、研修の実施、啓発物品の配布等を
通じて、障害者差別解消法の普及啓発を図る。 

① 専門調査員（障害者差別解消）の配置 
障害者差別に係る相談を受け、当事者

や相手方への聞き取り等の状況確認を行
い、解決に向けた働きかけを行う。 

 

 

 

25



24 

 

令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

 

共生社会実現に向けた取組み 

（続き） 

  
② 啓発・研修 
・区作成の障害者差別解消法に関する啓 
発パンフレットを小学４年生及び教職 
員へ配付し、差別解消に向けた出前講 
座の案内を行う。 

・民生委員をはじめとした地域住民に対 
しても、障害者差別解消等の内容を盛 
り込んだ区民向け基礎講座を実施す 
る。 

③ ヘルプマーク・ヘルプカードの作成・ 

配布  
援助や配慮を必要としていることが外 

見からは分からない方々が、援助や配慮 
を得やすくするための「ヘルプマーク」 
及び「ヘルプカード」を作成・配布する。 

 
(３)区民が地域や学校において、さまざまな 

人と出会い、ふれあう機会を通じて、障 
害理解の促進を図る。 

① 手話の普及・啓発 
手話の普及啓発と聴覚障害者への理解

の促進のため、小学校への手話講師派遣
を推進する。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

 

共生社会実現に向けた取組み 

（続き） 

  

② 「区民ふれあいフェスタ」の開催 
障害者週間記念事業「区民ふれあいフ 

ェスタ」を開催し、区民の障害者への理 
解と関心を深めるとともに、障害者の自 
立と社会参加の促進を図る。 

・開催予定 令和4年12月4日(日) 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

ホストタウン交流・連携事業 

（続き） 

（文化・国際課） 

 

「高齢者、障害者等の移動等

の円滑化の促進に関する法律」

に基づく移動等円滑化促進方

針の策定 

千円 

6,063 

 

（都市デザイン課 再掲） 

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進 

に関する法律」に基づく協議会等での検討やパ

ブリックコメントなどによる区民意見を反映させな

がら、移動等円滑化促進方針の策定に向け、取

り組む。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

健康村ふるさとづくりの推進 

（区民健康村・ふるさと・ 

交流推進課） 

 

１．世田谷区民の第二のふる 

さとづくりに向けて、相互

協力協定を結んでいる群馬

県川場村の豊かな自然環境

を区民と村民が共に守り、

育てる活動を通して、自主

的かつ継続的な交流に繋が

る事業の展開と支援を図

る。 

２．縁組協定締結４０周年を

記念したイベントを川場村

で開催する。 

３．区民健康村施設の快適性

の維持・向上に向け、引き

続き、必要な整備・改修を

行い、より効率・効果的な

維持運営を図る。 

千円 

453,457 

     

１．区民健康村づくり 

ふじやまビレジ・なかのビレジを拠点に、 

区民の健康の増進及び余暇活動の充実を図 

る。 

（１）縁組協定40周年記念イベント 

令和4年8月に区民・村民の交流を目的 

にした記念イベントを川場村で開催す 

る。イベントの実施にあたっては、川場 

村や関係者との連絡・調整を図りながら、 

準備を進める。 

 
２．交流事業の推進 
（１）健康村里山自然学校 

川場村の自然環境を次世代に受け継 
ぐため、世田谷区民・川場村民が協働し 
て里山の環境を守り、育てる活動に取り
組む。 
・里山塾 

親子里山体験コース年5回、おとなの里 
山コース年5回、専科コース年2回 

・農業塾 
農業技術教室年8回、棚田オーナー年3 
回、手づくりそばの会年4回、レンタア 
ップル、レンタル農園 

・こども里山自然学校 年2回 

・川場まるごと滞在記 年2回 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

健康村ふるさとづくりの推進 

（続き） 

（区民健康村・ふるさと・ 

交流推進課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（２）交流イベント 

森の学校自然解説、フライフィッシン 

グ、木ごころ塾木工教室、オプショナル 

イベント、健康村友の会、ふるさとパッ 

ク 

 

３．移動教室の受け入れ 

区立小学校５年生の校外自然体験活動の

受け入れを行う。 

                    

４．区民健康村ＰＲ事業  

  区民健康村事業の理念をより広く区民に

周知することにより、利用者層の拡大を図

る。 

・区内イベントへの出展 

・区のおしらせ、エフエム世田谷、各種パ

ンフレットの配布、地域情報誌への掲載

等 

 

５．区民健康村改修工事 

設備の不具合や建物の老朽化に伴う工事

を実施し、利用者の安全性の維持・向上を

図る。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体間連携の推進 

（区民健康村・ふるさと・

交流推進課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自治体間交流による区民 

の豊かな暮らしの実現 

交流自治体、近隣自治体

等との連携と交流が深まる

よう取組みを進める。 

 

２．広域での課題解決 

世田谷区だけでは解決が 

難しい課題や、相互に共存 

共栄していくための取組み 

について、関係自治体で連 

携・協力し、広域での課題 

解決を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

千円 

2,529 

 

・世田谷区民健康村なかのビレジ発電設備 

他改修工事 

（令和3年度予算から繰越明許） 

・世田谷区民健康村ふじやまビレジウッドデ 

ッキ改修工事 

（令和3年度予算から繰越明許） 

 

 

１．交流・連携のあり方検討 

政策課題解決を目指し、自治体間交流・ 

連携の仕組みを活用した事業の構築に向け 

た調整を進める。 

 

２．自治体間連携フォーラム 

区単独では解決の難しい課題に対し、川 

場村や川崎市をはじめとした自治体と連携 

し取組みを進めている。 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点 

から、オンライン開催も含め関係自治体と 

実施手法について調整したうえで、今後の 

自治体間連携のあり方や広域での課題解決 

について議論し、自治体間連携の気運を高 

めるため、交流自治体に広く参加を呼びか 

ける。  

開催回数  年1回 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

自治体間連携の推進 

（続き） 

（区民健康村・ふるさと・ 

交流推進課） 

 

   

３．プラットフォームの活用 

インターネット上の自治体間連携プラッ 

トフォーム（せたがやふるさとサイト）に 

ついて、より効果的な活用方法を検討し、 

交流自治体の情報発信の充実に取り組むと 

ともに、自治体間の情報共有を促進するこ 

とにより、一層の連携を図る。 

 

４．特別区全国連携プロジェクト 

特別区長会が進める全国連携プロジェク 

トの企画、事業を通じ、他自治体との情報 

共有および連携強化に取り組む。 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

生活文化政策部 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

  

大学と世田谷区との連携に

関する取組み 

（区民健康村・ふるさと・ 

交流推進課） 

 

世田谷区総合戦略の基本目

標である「地域人材と社会資

源を活用した活力ある地域社

会の構築」の実現に向け、各

大学の持つ専門性や地域資源

を活かしながら、地域社会の

持続的な発展に資するため、

区内大学や近隣大学との一層

の連携・協働を推進する。 

千円 

164 

 

 

大学と区が相互に情報共有を図りながら、

従前からの連携・協働を実践するとともに、

さらなる大学連携の継続・発展を目指してい

く。 

 

１．大学学長と区長との懇談会 

  開催回数  年1回 

  開催予定日 令和4年11月9日（水） 

 

２．大学連携に関する調整連絡会 

  開催回数  年4回（予定） 

 

３．包括協定 

包括協定についての考え方やあり方を整 

理し、包括協定の新規締結について検討・ 

対応する。 

これまでの実績を検証し、包括協定の更 

新について検討・対応する。 

（１）日本体育大学 

（令和4年6月19日（日）満了） 
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令 和 ４ 年 度 主 要 事 務 事 業 

スポーツ推進部、生活文化政策部（スポーツ・交流推進等特別委員会所管分） 

区 分 事務事業名及び所管課 ４年度事業（目標） ４年度当初予算 事務事業の内容及び手法 

 世田谷区未来つながるプラ

ン2022－2023（実施計画）

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世田谷区未来つながるプ

ラン2022－2023（実施計画）」

におけるスポーツ・交流推進

等に関連する４つの政策の柱

に基づく取組み、行政経営改

革の取組みを推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１．４つの政策の柱に基づく取組み 

（１）高齢者の地域参加促進 

・「居場所づくり」プロジェクト 

 ・「健康づくり」プロジェクト 

 

２．行政経営改革の取組み 

（１）行政経営改革１０の視点に基づく取組 

  み 

・自治体間連携等の推進（総合戦略） 

 ・公園を活用した税外収入の確保 
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